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去
る
六
月
二
十
七
日
町
役
場
で
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議
会
は
、

増
築
工
事
費
な
ど
を
中
心
と
し
た
一
般
会
計
第
一
回
追
加
更
．
正
予
算
を
議
決
し
た
。

又
国
保
会
計
で
は
松
之
山
浦
田
診
療
所
関
係
の
追
加
更
正
予
算
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

松
里
中
学
校
合
増
築

　
　
　
～
一
八
○
万
円
な
ど
～

　
　
　
　
　
一
般
会
計
追
加
予
算
五
一
一
万
円
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
中
学
松
星
分
校
の

　
今
回
の
追
加
予
算
総
額
は
一
．

般
会
計
五
百
十
一
万
円
で
そ
の

財
源
と
し
て
地
方
交
付
税
三
百

万
円
、
松
里
中
学
校
舎
増
築
補

助
五
十
一
万
円
、
前
年
度
会
計

か
ら
の
繰
越
百
万
円
、
更
に
町

債
七
＋
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い

る
Q

　
こ
の
追
加
で
町
総
予
算
額
は

七
千
百
七
十
万
円
と
な
つ
た
。

　
支
出
の
主
な
内
容
は
つ
ぎ
辺

と
お
り
で
あ
る
。

①
一
二
万
円
松
代
砂
防
事
務

　
所
ジ
ー
プ
及
び
テ
レ
ビ
購
入

　
の
負
担
金
。

②
一
八
一
万
円
松
之
山
中
学

　
校
松
里
校
舎
増
築
請
負
金
な

　
ど
。

③
二
五
四
万
円
浦
田
中
学
屋

、
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お知らせ

　　とお願い

難

　
農
家
台
帳
の
補
正

　
調
査

　
松
之
山
町
農
業
委
員
会
で
は

農
業
振
興
計
画
の
基
礎
資
料
と

　
体
新
築
工
事
費
の
不
足
分
。

④
八
万
七
千
円
　
上
越
婦
人
会

舘
建
設
負
担
金
。
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

【
国
保
会
計
】
　
　
一

診
療
所
設
備
　
一

な
ど
　
　
　
『

同
円
引
き
つ
づ
馨
議
麹

さ
れ
た
国
保
会
計
追
加
予
算
の

あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。

①
浦
田
診
療
所
二
二
万
円

　
診
療
所
の
諸
設
備
改
善
な
ど

　
の
費
用
。

②
松
之
山
診
療
所
三
八
万
円

　
浦
田
口
出
張
診
療
所
継
続
に

轟
尉
醐
同
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閣
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七
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ
た

㎜
町
教
育
委
員
会
で
は
中
学
絞
統

合
校
舎
の
勲
地
な
ど
に
つ
い
て

．
研
究
を
重
ね
た
。

』
叢
籍
地
と
し
て
を
ら

・
れ
て
い
る
の
は
O
秘
之
山
部
い
洛

の
西
う
え
で
兎
ロ
ヘ
の
”
途
中
の

’
こ
一
‘
り
一
ρ
国
嵐
，
，
一
一
一
，
■

し
て
昭
和
三
十
四
年
か
ら
「
農

家
台
帳
」
を
作
成
し
て
利
用
し

て
い
る
が
、
本
年
度
の
補
正
調

”
査
を
八
月
一
日
か
ら
各
部
落
の

調
査
員
を
通
じ
て
実
施
す
る
こ

と
に
巌
つ
た
。

　
調
査
員
が
貴
宅
へ
ご
参
上
の

節
は
何
分
の
ご
協
力
を
い
た
だ

、
く
よ
5
要
請
し
て
い
ま
す
。

『
樹
林
地
、
ω
松
之
山
部
落
か
ら

、
潟
山
へ
通
ず
る
県
道
わ
き
の
元

一
簗
饒
跡
地
み
二
つ
墓

聾
が
・
冒
の
馨
奮
会

ヨ
諾
雛
囎
犠
綻
凝

一
様
で
奮
・

伴
う
人
件
費
な
ど
。

　
　
合
同
慰
霊
祭

　
松
之
山
町
潰
族
会
の
合
同
慰

霊
祭
は
八
月
二
十
一
日
松
之
山

公
会
堂
で
行
わ
れ
る
。

　
今
回
新
に
合
祀
さ
れ
る
の
は

樋
口
貞
一
（
湯
山
）
小
林
幸
市

郎
（
上
蝦
池
）
の
二
柱
で
あ
る

　
当
日
は
午
前
十
時
か
ら
慰
霊

安
会
が
催
さ
れ
る
。

毫
午
後
一
蒙
ら
湊
の
慰

　
小
児
マ
ヒ
予
防
接

　
種
終
る

　
小
児
マ
ヒ
予
防
接
種
は
八
月

五
日
か
ら
八
日
ま
で
各
小
学
校

区
域
毎
に
実
施
さ
れ
た
が
今
回

の
対
象
者
数
は
、
六
才
未
満
一

一
九
六
人
、
小
学
校
一
年
～
六

年
迄
一
、
七
〇
〇
人
で
あ
つ
た

　
こ
の
生
ワ
ク
チ
ン
の
代
金
は

六
才
ま
で
の
者
に
は
全
額
国
庫

負
担
、
一
年
～
六
年
ま
で
の
者

に
は
国
、
県
、
町
で
そ
れ
ぞ
れ

負
担
し
て
行
つ
た
も
の
で
あ
る

　
消
防
団
連
合
演
習

　
松
之
山
町
消
防
団
秋
季
連
合

演
習
は
九
月
三
日
松
之
山
小
学

校
で
行
わ
れ
る
。

　
　
光
間
に
消
防
ポ
ン
プ

　
町
の
消
防
施
設
計
．
画
に
も
と

づ
く
ポ
ン
ブ
の
配
置
は
三
十
六

年
光
間
部
落
へ
四
十
五
万
円
で

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に

代
表
参
加

　
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
は
い

よ
い
よ
八
月
十
二
日
か
ら
十
四

日
ま
で
東
京
で
開
催
さ
れ
る
。

　
さ
き
に
新
潟
か
ら
東
京
へ
の

行
進
団
を
歓
送
し
た
町
原
水
協

で
は
本
年
も
こ
の
世
界
大
会
に

代
表
を
送
る
こ
と
を
き
め
た
。

こ
の
代
表
は
十
一
日
の
朝
松
之

山
を
出
発
し
東
京
へ
向
う
予
定

で
あ
る
。東

頸
城
青
年

体
育
大
会

東
頸
城
郡
青
年
大
育
大
会
は

八
月
六
日
松
之
山
小
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
若
人
約
七
百
人
が
参

　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
■
一
8
＝
嚇
9
一
ロ
．
書
ζ

◇
結
核
に
か
か
つ
た
か
？
は
自

分
で
は
分
ら
な
い
病
気
で
す
。

◇
年
に
一
度
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
を
受
け
て
安
心
し
て
ゆ
き
ま

し
よ
う
。

◇
今
年
も
八
月
十
八
日
か
ら
間

’
接
撮
影
を
実
施
い
た
し
ま
す
か

ら
万
障
繰
合
せ
て
出
席
し
て
下

さ
い
。

◇
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
も
予
防
注

射
も
自
分
の
為
に
や
る
と
い
5

こ
と
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
願
い
ま
す
。

加
し
て
開
催
た
さ
れ
。

　
す
が
す
が
し
い
夏
日
和
を
迎

懸
磁
・韓

母
親
と
長
男
一
行
（
1
1
）
さ
ん

を
頭
に
二
男
二
女
が
あ
る
。

　
田
．
五
反
七
畝
、
畑
一
反
九
畝

を
経
営
す
る
傍
炭
焼
も
や
つ
て

い
た
。
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県
民
税
所
得
割
の

税
率
が
減
額
に
な

う
ま
．
す

は
じ
め
町
民
税
所
得
割
の
百

分
の
五
で
し
た
が
、
県
で
配
賦

額
算
定
に
誤
り
が
あ
つ
た
の
で

百
分
の
四
に
減
額
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
当
町
で
は
第
二
期
分
八
月
徴

収
）
で
更
正
し
ま
す
の
で
ご
承

知
下
さ
い
。

　
レ
ン
ト
ゲ
ソ
の
間

　
接
撮
影
を
受
け
ま

　
し
よ
う

◇
結
核
を
早
く
見
つ
け
る
に
は

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
よ
り
方
法
が

あ
り
ま
せ
ん
。
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安塚公共職業安定所長

平義島大

　
　
失
業
保
険
法
と
は

　
失
業
俣
険
法
は
、
御
承
知
の

如
く
我
が
国
で
は
昭
和
二
十
二

年
十
一
月
一
日
施
行
に
な
り
、

以
来
十
三
年
間
、
そ
の
間
数
度

諺
正
謹
て
漸
く
畏
馬

［
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

漸
く
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二

十
一
日
成
立
、
十
二
月
一
日
公

聴
欝
篇
縮
隣
鶉
｝

　
扱
て
失
業
保
険
と
は
、
被
保

．
険
者
た
る
労
働
者
が
失
業
し
て
㎜

そ
の
所
得
の
源
泉
を
喪
失
し
た
一

場
合
に
保
険
制
度
を
利
用
し
て
｝

一
定
期
間
所
得
の
保
障
を
行
い
『

失
業
労
働
者
の
生
活
の
安
定
を

図
る
と
共
に
産
業
に
必
要
な
労

働
力
の
維
持
保
全
を
行
う
と
す

る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　
従
つ
て
失
業
保
険
に
加
人
し

て
い
る
労
働
者
は
、
失
業
中
の

生
活
の
不
安
は
解
消
さ
れ
ま
す
㎜

の
で
平
素
明
る
い
気
持
で
就
業
．

す
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
す
。

　
事
業
主
に
と
つ
て
も
、
労
働
一

者
が
失
業
時
の
不
安
を
感
ず
る
一

こ
と
な
く
就
業
で
き
る
よ
う
に

常
に
配
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
り

叉
労
働
者
が
失
業
保
険
に
加
入

し
て
明
る
い
気
持
で
就
業
す
る

こ
と
は
労
働
の
能
率
を
あ
げ
る

　
・
隔
　
　
　
　
　
こ
と
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
引
い

　
　
　
　
　
　
）

え
若
人
の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し
い

一
日
で
あ
つ
た
。
成
績
つ
ぎ
の

と
お
り
。

　
一
位
　
松
之
山
　
二
位
　
松

代
　
三
位
　
牧

　
失
業
者
の
救
済
に
つ
い
て
は

大
正
七
年
頃
よ
り
種
々
検
討
さ

れ
国
会
に
も
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
何
回
も
審
議
未
了
に
終
り
、

岩見堂の岩頭に立つて（三しま氏写す

て
は
事
業

主
の
利
益

に
も
な
る

も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
最
近
の

新
規
学
校

卒
業
者
を

始
め
安
定

所
の
窓
口

に
こ
ら
れ

る
求
職
者

は
、
失
業

保
険
等
の
社
会
保
険
に
加
入
し

て
い
る
事
業
所
に
就
職
を
希
望

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
優
秀
な

人
材
を
求
め
た
い
と
思
わ
れ
る

　
出
稼
先
で
事
故
死

　
天
水
島
高
橋
孝
吉
さ
ん
．
（
3
8

才
や
ま
ぐ
ち
）
は
七
月
二
十
九

日
、
出
稼
先
東
京
都
内
で
土
工

作
業
中
事
故
死
し
た
も
の
で
あ
．

る
。

　
孝
吉
さ
ん
は
つ
い
二
十
日
程

前
に
出
稼
し
た
ば
か
り
で
家
庭

に
は
妻
ス
イ
（
3
3
）
さ
ん
ほ
か

1
選
挙
管
理
委
員
長
に

大

　
松
之
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
は
七
月
二
十
八
日
を
も

つ
て
任
期
が
満
了
と
な
つ
た
の

で
六
月
二
十
七
日
の
町
議
会
で

改
選
さ
れ
た
。

　
新
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
つ
ぎ
の

見
さ
ん
ー

と
お
り
で
あ
る
。

委
員
長

委
員

大
見
　
勝
平

村
山
　
豊
治

小
野
塚
与
一

丸
山
金
一
郎

事
業
主
は
失
業
保
険
に
加
入
す

る
必
要
が
あ
る
訳
で
す
o

　
　
加
入
し
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
事
業
主

　
で
は
失
業
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主
と
は

常
時
五
人
以
上
の
労
働
者
（
常

用
、
臨
時
、
旦
雇
を
間
わ
ず
）

を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
で
労

働
者
や
事
業
主
の
意
思
の
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
法
律
に
よ
つ
て

当
然
失
業
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。

　
従
つ
て
そ
の
事
業
主
に
雇
用

圏
さ
れ
る
労
働
者
も
．
又
希
望
す

る
と
否
と
を
問
わ
ず
強
制
的
に

ア
業
保
険
の
被
綾
者
差
る

一
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
但
し
土
地
の
耕
作
、
開
墾
－

一
堅
繍
㈹
難
一
簾
繰

膏
華
動
物
の
飼
育
又
は

一
難
謙
雛
翻
醐
擁
魏

は
水
産
の
事
業
、
教
育
研
究
又

・
は
調
査
の
事
業
は
五
名
以
上
の

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
て
も
該

当
に
な
り
ま
せ
ん
。
併
し
法
人

で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
事
務
所

に
雇
用
さ
れ
る
者
の
み
被
保
険

者
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

｝
乏
な
つ
て
お
　
す
・

　
　
五
名
未
満
で
も
希
望

　
　
す
れ
ば

　
次
に
五
名
未
満
の
労
働
者
を

雇
用
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
も

そ
の
労
働
者
の
半
数
以
上
の
者

㎜
が
綾
罎
垢
入
し
た
い
希

望
力
あ
れ
ば
事
業
主
は
加
入
の

申
請
を
県
知
事
宛
に
申
請
し
な

一
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
併
し
認
可
基
準

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
基
準

に
該
当
し
な
け
れ
ば
認
可
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら

蓄
は
当
暫
て
相
談
し
て
下

さ
い
。

　
次
に
失
業
保
険
に
加
入
し
て

い
た
場
合
、
ど
の
よ
5
な
恩
恵

が
あ
る
か
と
云
い
ま
す
と
、
離

職
（
解
雇
さ
れ
た
場
合
、
何
か

『
の
都
合
畜
分
か
ら
退
職
し
た

蕩
合
）
し
窪
葦
間
の
間
、

に
失
業
し
て
㌧
た
場
合
、
最
少

藤
蟹
勧
蒲
辞
翻
鋸

日
額
の
約
六
割
が
一
日
分
と
し

て
保
険
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

　
　
失
業
者
と
は

　
で
は
失
業
者
と
は
ど
の
よ
う

な
人
を
言
う
の
で
し
よ
う
か
、

．
そ
れ
は
次
の
三
項
目
の
条
件
が

㎝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
。

　
ω
労
働
の
意
思
が
あ
る
こ
と

　
図
労
働
の
能
力
が
あ
る
こ
と

　
㈲
労
働
で
ぎ
る
環
境
で
あ
る

　
　
こ
と
o

「　
で
あ
り
ま
す
か
ら
安
定
所
へ

一
来
て
い
た
だ
く
こ
と
幾
撃

一
る
た
め
塞
る
こ
と
が
お
分
り

『
で
し
よ
う
。

一
香
輿
護
険
被
保
讐

癖
顯
籍
貿
ポ
謄
恐

就
職
は
で
き
な
い
け
れ
ど
お
金

を
貰
い
に
き
た
と
の
こ
と
、
色

π
と
理
由
を
聞
い
て
見
ま
す
と

誕
職
し
た
嚢
所
の
係
の
人
が

一
「
こ
の
書
類
を
持
っ
て
安
定
所

㎜
へ
行
け
ば
退
職
金
を
呉
れ
る
か

一
ら
」
と
言
わ
れ
た
の
で
田
植
え

へ
で
忙
し
い
の
だ
が
態
々
安
塚
ま

｝で
来
た
の
だ
と
の
こ
と
係
員
も

苦
笑
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
次
号
へ
続
ぐ
）

　
失
業
保
険
金
の
支
給
額

『　
　
　
（
松
之
山
町
関
係
だ
け
）

昭
和
三
十
三
年

　
人
員
　
　
　
　
二
五
八
人

　
金
額
　
　
七
．
二
一
二
千
円

昭
和
三
十
四
年

一
　
人
員
　
　
　
　
二
三
七
人

皿
金
額
六
・
…
ハ
千
円

［
昭
和
三
十
五
年

一　
人
員
　
　
　
　
二
一
二
人

　
金
額
　
　
七
、
二
三
五
千
円

個人事業税は8月

31日までに御納入

下さい

高田財務事務所

一29一

、
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老
令
化
し
て
ゆ
く
町
の
人
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
の
流
出
続
く
、
担
い
手
は
誰
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
逃
避
は
許
さ
れ
な
い

一
口
に
農
業
の
曲
り
角
と
い
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
現
在
の
社
会
構
造
と
農
業
政
策
の
結
果

必
然
的
に
行
ぎ
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
豪
雪
農
村
の
将
来
は
ど
う
移
り
変
つ
て
行

く
の
だ
ろ
う
か
、
悩
み
は
大
き
い
。

J
R
ペ
ラ
ピ
イ
と
い
う
農
村
人
口
論
の
学
者
は
「
農
業
を
す
る
者
に
資
格
試
験
が
必
要
だ
」

と
も
い
つ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
経
営
技
術
の
点
で
も
優
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
農
業
を
め
ぐ
る
客
観
的
状
勢
は
き
び
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
農
村
を
嫌
避
す
る
気
持
は
わ
か
る
と
し
て
も
、
こ
こ
で
も
な
お
人
聞
と
し
て
の

権
利
と
幸
福
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
誰
が
そ
の
担
い
手
と
な
る
の
か
、
逃

避
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
都
心
へ
の
世
帯
転
出
が
あ
ち
こ
ち
で
真
剣
に
話
題
と
な
つ
て
い
る
こ
と
を
聞
く
。

こ
こ
に
町
の
流
出
人
口
の
実
態
と
町
を
離
れ
て
い
つ
た
人
々
の
実
情
を
知
る
こ
と
も
決
し
て

無
意
味
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

生
産
年
令
人
口
は
減
つ
て
ゆ
く
　
　
昭
和
一
二
葦
一
西
．
o
％

　
ま
ず
農
業
人
口
の
面
か
ら
見

る
と
o

主
と
し
て
農
業
に
従
事
す
る
人

口昭
和
二
八
年
　
四
、
〇
四
九
人

昭
和
三
五
年
　
三
、
一
一
内
八
人

　
　
　
　
　
p
七
〇
〇
人
、
減

最
も
減
つ
た
年
令
層
は
一
五
～

二
九
才
ま
で
の
人
口
で
あ
る
。

昭
和
二
八
年
　
一
、
六
九
一
人

昭
和
三
五
年
　
二
、
二
二
四
人

　
　
　
　
　
　
五
三
三
人
減

更
に
中
学
校
卒
業
者
の
農
業
従

事
状
況
を
見
れ
ば
、
こ
の
こ
と

を
一
層
明
確
に
裏
付
け
し
て
い

る
。
中
学
卒
業
者
中
の
農
業
従

事
人
員
。

　
昭
和
三
四
年
　
五
七
人

「　
昭
和
三
五
年
　
三
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
昭
和
三
六
年
　
一
六
人

一
し
か
し
一
方
三
〇
才
以
上
、
六

一
〇
才
以
上
と
高
年
令
層
の
割
合

は
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
〇
～
五
九
才
ま
で

昭
和
二
八
年
　
二
九
・
四
％

蕊
才
以
上

　
昭
和
二
八
年
　
一
〇
・
九
％

　
昭
和
三
五
年
　
叫
二
・
八
％

一こ
の
こ
と
は
激
し
い
生
産
年
令

人
口
の
流
出
を
示
す
と
共
に
人

一
。
の
老
令
化
を
示
す
も
の
で
あ

一
、

・
り
　
町
の
将
来
の
人
口
構
成
と

謬
条
件
実
さ
変
え
て
行

一
く
こ
乏
馨
う
・

　
　
転
出
つ
づ
く
三
省
地
区

　
　
　
　
　
　
だ
が
特
異
な
原
因
も
な
い

　
　
　
　
　
　
動
け
な
い
貧
農
も

つ
ぎ
に
世
帯
数
の
動
き
を
見
よ
対
比
で
あ
る
。

う
。
昭
和
三
〇
年
と
三
五
年
の

㌔
’
o
o
σ
7
ら
●
’
●
o
ノ
艦
・
9
σ
◎
魯
’
○
．
’
●
・
9
．
魅
●
●
o
●
■
ヲ
ー
ら
・
9
6
噛
o
，
恥
ら
●
o
l
■
0
9
ら
も
σ
σ
』
ら
c
9
6
●
9
9
6
●
σ
9
し
ら

陛
瞠
瞠
瞠
瞠
額
、
撹
腫
唖
晒

醐
器
器
器
器
閥
る
圏
％
闘

懸
難

㎜　

雛
鑛

灘
藤
灘
灘

a
醤
醤
醤
醤
醤
醤
醤
田
包
頴

　
長
い
間
検
討
さ
れ
て
き
た
医

療
費
が
、
去
る
七
月
八
日
か
ら

引
き
上
げ
、
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
引
き
あ
げ
の

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

一
、
総
引
上
げ
率
は
、
総
医
療

費
の
約
｝
二
・
五
％

二
、
薬
価
、
材
料
費
を
す
え
お

　
き
一
律
一
円
二
〇
銭
上
げ
。

三
、
基
本
入
院
料
、
基
準
看
護

　
加
算
、
往
診
料
一
八
％
引
上

　
げ
。

四
、
有
床
義
歯
五
％
引
上
げ
。

五
、
今
回
の
改
正
は
、
告
示
が

　
月
の
中
途
で
あ
る
た
め
、
保

　
険
者
負
担
分
の
み
、
七
月
一

　
日
に
さ
か
の
ぽ
つ
て
、
又
、

　
患
者
負
担
分
に
つ
い
て
は
、

　
公
布
の
日
か
ら
適
用
さ
れ
る

六
、
調
剤
料
二
丁
五
％
引
上

　
げ
を
骨
子
と
す
る
。
新
点
数

　
表
が
、
実
質
的
に
、
七
月
九

　
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

　
な
つ
た
。

地
区

松
之
山

三
　
省

松
　
里

上
布
川

下
布
川

浦
　
田

増
二
一七一八五

四五六六減
一
〇

目
さ
れ
る
の
は
三
省
地
区
の
激

減
で
あ
る
。
三
部
落
の
内
訳
は

水
梨
　
　
五
戸
減

　
小
　
谷
　
　
　
七
戸
減

　
大
荒
戸
　
　
　
四
戸
減

と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
三

省
地
区
で
は
某
部
落
で
既
に
三

戸
が
東
京
転
出
を
き
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
農
の
ケ
ー
ス
に
は
色
々
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
は
何

等
か
の
形
で
東
京
と
密
接
に
関

係
の
あ
る
家
庭
で
あ
る
よ
う
だ

即
ち
生
計
の
中
心
と
な
る
人
が

東
京
で
の
生
活
に
相
当
の
自
信

を
も
つ
て
い
る
と
い
う
条
件
が

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
だ
。

　
三
省
地
区
だ
け
に
特
異
な
原

　
町
全
体
と
し
て
の
差
引
は
僅
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
地
元
の

か
一
戸
の
増
で
あ
る
こ
こ
で
注
人
々
の
意
見
は
共
通
で
「
若
し

豪
雨
の
被

　
八
月
三
日
午
後
か
ら
四
日
の

午
前
に
か
け
て
降
つ
た
豪
雨
は

降
雨
量
一
五
〇
ミ
リ
、
瞬
間
最

大
雨
量
七
五
ミ
リ
で
昭
和
二
十

三
年
七
月
三
十
一
日
以
来
の
豪

雨
で
町
内
の
各
地
に
被
害
を
出

し
た
。

　
こ
の
降
雨
は
越
道
川
、
大
坪

一
川
ぞ
い
一
帯
に
集
中
的
に
降
つ

嚇
鰻
齢
禁
ぼ
櫨
鮪
一
駿
鞍
勢
騨
轟
塾

ば
な
ん
に
で
承
耐
え
る
こ
と
が
6
宅
地
一
坪
に
も
な
ら
な
い
か

出
来
る
か
ら
」
と
い
う
。
し
か
ら
」
と
い
う
．
兎
も
あ
れ
離
農

し
い
ざ
わ
が
事
と
な
れ
ば
幾
ば
者
と
い
う
よ
り
も
離
町
者
の
東

く
か
の
土
地
に
対
す
る
諜
が
京
で
の
そ
の
ご
は
一
讐
萎

何
よ
り
も
先
だ
つ
よ
う
だ
。
　
　
の
だ
ろ
う
か
、
以
下
に
経
営
事

水
梨
嚢
（
三
六
才
）
は
「
一
業
別
の
世
帯
数
を
叢
し
て
み

い
ず
れ
に
し
て
も
お
や
ぢ
の
す
よ
う
。
　
（
資
料
は
東
頸
新
聞
社

ね
一
つ
宙
稼
と
華
垂
弛
の
躍
攣
る
轟
の
発
」

隻
え
て
い
薯
に
ち
て
生
か
塗
計
髭
も
の
）
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
売
店
・
会
社
・
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
員
・
運
転
手
・
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
の
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
在
京
者
の
職
業
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
自
分
で
経
営
し
て
い
る
も

窒目

（
艸
能
炸
嚇
）

も
の
で
、
町
役
場
産
業
土
木
課

の
発
表
に
よ
る
と
「
小
規
模
で

は
あ
る
が
町
道
十
ヵ
所
、
県
道

六
ヵ
所
の
決
壊
、
河
川
ぞ
い
の

水
田
覆
水
に
よ
る
災
害
が
約
五

町
歩
位
」
と
な
つ
て
い
る
。
又

松
之
川
部
落
で
は
床
下
浸
水
が

甚
し
く
家
財
道
具
を
階
上
に
移

し
た
り
し
た
世
帯
が
あ
つ
た
。

賑わう大松山大池で（高橋渡氏写す）

　
　
の

一
①
菓
子
食
料
品
小
売
店

一
②
そ
の
他
の
小
売
店

③
そ
ば
や

④
飲
食
店

⑤
と
う
ふ
屋

⑥
す
し
屋

⑦
牛
乳
屋

一一

針
の
先
を
渡
つ
て
い
る
よ
5
で

思
う
よ
う
に
動
き
も
と
れ
な
い

東
京
へ
ど
こ
ろ
か
・
こ
こ
で
暮

轟
“
“
“
“
頴
“
“
“
“
畦
“
“
“
“
轟

こ
れ
か
ら
多
い

家
畜
の
病
気

　
共
済
組
合
で
は
家
畜
の
損
害
．

防
止
事
業
の
一
環
と
し
て
七
月

十
七
日
よ
り
二
十
一
日
の
五
日

間
に
亘
り
三
人
の
獣
医
師
に
依

り
家
畜
（
牛
、
馬
）
の
健
康
検

査
を
行
い
ま
し
た
．
そ
の
結
果

体
内
に
古
ク
ギ
や
金
物
の
か
け

ら
を
の
ん
で
い
た
竿
が
一
六
〇

頭
、
胃
腸
を
こ
わ
し
た
り
、
栄

養
が
足
り
な
か
つ
た
り
な
ど
、

病
気
の
牛
が
凡
そ
八
○
頭
程
出

ま
し
た
。
牛
も
長
ぴ
冬
の
間
、

「
ふ
す
ま
」
や
「
職
か
」
「
わ

⑧
魚
屋

⑨
建
具
大
工

⑩
下
宿
旅
舘

⑭
お
湯
や

⑫
下
請
手
工
業

⑬
会
社
重
役
及
び
社
長

⑭
弁
護
士
、
弁
理
士
な
ど

O八五七七三
　
文
化
的
業
　
　
　
　
　
一
〇

⑮
そ
の
他
自
営
業
　
　
　
三
一

　
◇
雇
わ
れ
て
い
る
も
の

一①
会
社
、
公
務
員

②
警
官

　．
③
運
転
手

一
④
コ
多

　　　三一・〇

六〇一六

　　　二二四二
五八六〇三一八

和
牛
育
成
共
励
会

　
　
　
　
　
一
位
に
や
ま
花
号
（
藤
内
名
）

こ
の
広
い
室
の
ご
こ
カ
で

　
共
通
の
願
い
、
人
と
し
て
の
権
利
と
幸
福

　
和
牛
育
成
共
励
会
は
七
月
二

十
六
日
松
之
山
部
落
地
内
で
開

催
さ
れ
た
。
当
日
の
出
場
頭
数

は
四
十
二
頭
（
生
後
六
カ
月
以

上
十
八
カ
月
未
満
）
で
小
野
島

大
平
家
畜
保
健
所
長
、
金
井
農

業
改
良
技
師
が
審
査
の
結
果
つ

ぎ
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
た
。

▽
優
秀
賞

　
村
山
　
元
治

　
　
　
（
藤
内
名
・
と
な
り
）

▽
優
良
賞
一
席

　
田
中
　
忠
雄

　
　
（
坂
中
・
か
み
や
し
き
）

　
　
　
　
　
、

　
全
体
の
う
ち
日
営
業
六
一
％
る
よ
し
も
な
い
が
、
私
達
は
こ

雇
わ
れ
三
九
％
と
な
つ
て
お
り
の
広
い
空
の
ど
こ
に
生
活
の
場

自
営
業
の
5
ち
約
半
数
が
菓
子
を
も
と
う
と
も
、
人
間
と
し
て

食
料
品
小
売
な
ど
食
べ
物
商
売
の
権
利
と
幸
福
追
求
へ
の
希
い

と
な
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
を
忘
れ
た
く
な
い
も
の
で
あ
る

　
あ
げ
潮
に
乗
る
も
の
、
斜
陽
　
そ
の
こ
と
が
去
る
者
、
残
る

と
な
つ
て
い
る
も
の
、
東
京
在
者
、
誰
に
も
共
通
の
こ
と
が
ら

住
者
個
々
の
経
営
の
良
否
は
知
で
あ
る
。

軸
雛
脇
鮒
融
藻
壁

り
替
え
沢
山
与
え
る
と
、
胃
腸

カ
タ
ル
や
便
秘
を
起
し
易
く
特

に
豆
科
植
物
の
食
べ
過
ぎ
は
危

険
で
す
、
春
先
の
五
月
、
六
月

及
び
穀
物
の
と
れ
る
九
月
、
十

月
が
一
番
病
気
が
多
く
、
し
か

も
そ
の
約
半
数
が
過
食
に
依
る

消
化
器
病
で
あ
り
ま
す
・

　
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
の
餌

育
管
理
に
は
充
分
御
注
意
下
さ

い
。
最
近
の
家
畜
市
場
価
額
か

ら
見
ま
し
て
も
神
武
以
来
の
高

値
を
示
し
て
居
り
ま
す
。
事
故

数
も
次
の
表
の
通
り
増
加
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
故
に
備
え

て
代
畜
が
入
れ
ら
れ
る
様
な
共

済
金
額
に
加
入
頂
き
度
い
と
思

い
ま
す
。

昭和35年度（単位千円）記

　事故状況
譲：轟織毒

引受状況1
　　　　　　　　ユし

　　一頭平
頭数均共済
　　金額

116　115
　　1

14　14
　　1

130，129

86

75

261

7
　
り
∠
　
9

　　　281
　　　　　　1

　　　26

（平均）

　　　28i

区
　
分

88

65
7

853

蔚
馬
計

　　▽　　 ▽　　　　▽

　石同村同　福同
　塚四山三　原二
　　席堅席　益席
（一　一　　太
新松　郎　（郎
田　　（　坂
・　　湯　下
と　　山　 ・

な　　 ・　せ
り　　南　ぎ
）　　　　　 ）　　　）

　
佳
良
賞
は
大
荒
戸
高
橋
清
四

郎
ほ
か
八
名
が
受
賞
し
た
。

　
尚
当
日
は
県
畜
産
課
小
林
技

師
が
農
林
省
貸
付
牛
の
飼
育
管

理
状
況
検
査
な
ど
を
行
つ
た
。

　
各
農
協
で
仔

　
牛
を
導
入

　
本
年
度
町
内
各
農
協
の
優
良

和
牛
導
入
計
．
画
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
松
里
農
協
、
八
月
上
旬
二
十

頭
、
広
島
県
尾
の
道
か
ら
導
入

す
る
．

　
浦
田
農
協
、
二
十
四
頭
、
松

代
市
場
か
ら
導
入
す
る
。

　
松
之
山
農
協
、
十
頭
、
松
代

市
場
か
ら
導
入
す
る
。

この人遙をなぜ攻めなく

てはならないのか…

　　　徴税という仕事

　
四
月
十
一
日
、
あ
る
三
十
代

の
主
婦
が
三
才
の
男
の
子
を
お

ぶ
つ
て
、
夫
の
代
り
に
「
申
告

書
」
を
持
つ
て
来
た
、
一
枚
の

用
紙
に
細
か
く
記
入
さ
れ
て
い

る
、
そ
れ
を
私
た
ち
の
前
に
広

げ
る
、
資
料
と
合
わ
せ
な
が
ら

「
オ
マ
エ
サ
ン
タ
、
畑
が
前
の

申
告
よ
り
も
少
な
い
が
」
　
「
…

…
」
「
米
の
総
生
産
量
が
少
な

癖
ド
融
議
識

【
反
収
が
低
す
ぎ
ま
す
ね
、
田
の

．
場
所
が
悪
い
ん
で
す
か
」
と
一

々
質
問
す
る
。

　
背
中
の
子
供
が
両
足
を
こ
す

り
な
が
ら
云
う
に
「
オ
ツ
カ
、

オ
モ
シ
ロ
ク
ネ
ェ
ー
ノ
ォ
、
ノ

ォ
マ
ー
」
と
、
し
き
り
に
立
ち

去
り
を
乞
う
。

一
　
　
×
　
　
　
×

一
　
た
し
か
に
私
た
ち
の
仕
事
は

そ
の
子
供
が
云
5
様
に
「
オ
モ

シ
ロ
ク
ネ
エ
」
話
し
で
あ
る
。

そ
の
子
供
は
人
が
大
勢
集
つ
て

い
る
し
、
何
か
面
白
い
も
の
で

も
見
ら
れ
る
の
か
と
期
待
し
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
だ
が
私
た
ち
に
は
そ
の
任
務

が
あ
り
、
出
来
る
限
り
正
確
な

数
値
を
つ
か
も
う
と
す
る
、
て

ん
で
自
分
の
知
ら
な
い
土
地
に

行
く
と
無
理
を
云
つ
て
い
る
の

か
、
そ
う
で
な
い
の
か
わ
か
ら

な
い
。
時
に
は
哀
れ
み
を
思
つ

た
り
、
そ
の
よ
う
な
人
達
を
何

ん
で
攻
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
か
と
思
つ
て
み
た
り
し
て
・
：

　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
×

　
こ
の
部
落
廻
り
も
今
年
が
初

め
て
で
皆
さ
ん
の
課
税
を
出
来

る
だ
け
公
平
に
す
る
た
め
に
始

め
た
わ
け
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
切
な
る
御
批
判
を

役
場
ま
で
御
寄
せ
下
さ
い
、
ま
す

様
お
願
い
致
し
ま
す
。

八
月
の
農
地

相
談
日

各
地
区
と
も
八
月
十
八
日

午
前
二
時
。

松
之
山
役
場
、
松
里
、
浦

田
、
布
川
の
各
農
協
で

一30一


